
  
 

１ 熊に出会わないようにするために 

○ 山に入る時は、鈴など音の出る物を持ちましょう。 

 「沢沿い」や「山の尾根を越えるとき」は音が伝わりにくいため、特に注意が必要です。  

○ 「明け方」や「夕暮れ時」はクマの活動が活発になります。  

２ 熊を引き寄せないために 

○ 生ごみなどを野外に放置すると、熊の誘引物になります。 

３ 熊に出会ってしまったら 

○ 大声をあげたり石を投げたり走って逃げたりすると、クマが興奮して飛び掛かってくる場合がある

ため、 熊の動きを見ながら、ゆっくりと後ずさりましょう。  

  万が一、熊に襲われた場合は、首の後ろで両手を組んで「頸
けい

動脈
どうみゃく

（首の左右両側）」 を守りながら、丸くなって 

地面にうずくまり、「内股」や「ひざの裏側」（いずれも太い血管がある箇所）を守る態勢をとり、重症化を避けるよう

防御しましょう。 

 

 

 

 

〇 電話で「あなたが捜査対象になっています」などと伝えることはありません。 

〇 メッセージアプリで連絡をすることはありません。 

〇 警察手帳や逮捕状の画像を送ることはありません。 

〇 個人のスマートフォンに突然ビデオ電話をすることはありません。 

 

↑ひとつでも当てはまる場合、怪しいなと思った時は、電話やビデオ通話を切って、 

・対面で最寄りの警察署へ御相談ください 

・警察相談専用電話（#9110）に御相談ください 

 

○ 他にも、警察庁をかたり、次のような不審なメールが確認されています。 

 「あなたにはマネーロンダリングの疑いがあります。保釈金として○○万円を指定口座にお振り

込みください。捜査終了後に返金されます。期日までに送金しない場合は逮捕されます。」 

 

○ また、自転車の違反を口実に、ニセの“警察官”がその場でお金を

取ろうとする詐欺も確認されています。（県外） 
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熊に注意！

ニセ警察官の見分け方

スマートフォン 


